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「水」                    

ほたる飛び交う中地区を目指す運動の会会長 森田 弘 

みず・水・水・水・水について考えさせられました。 
水は、私たちが生きていくために必要不可欠な最も身近にある

ものです。そして生命の維持になくてはならないものであります。

また、農作物・自然環境維持にも必要です。私たちが取り組んでい

る「ほたる」の活動にも絶対に必要です。ほたるの成長過程のたま

ご・さなぎ・成虫時代の水分、大半を過ごす幼虫時代の清流での生

活にもなくてはなりません。 
しかし、水は時として大きな災害をも

たらします。台風 19 号では、広範囲に

大雨が降り、水が堤防を決壊させ、鉄橋・

橋・家・自動車まで押し流し大災害を引

き起こしました。なんと皮肉なことでし

ょう。人間に必要不可欠なものが凶器に

もなるのです。中小学校でも体育館が床上浸水し体育館の東側フ

ェンスもなぎ倒されましたが、幸い校舎には被害がありませんで

した。多くの被害にあわれた方も後片付けが大変だったこととお

見舞い申し上げます。今年の大型の台風の発生は温暖化の影響な

のでしょうか。毎年このような事が起きないことを祈っています。 
また、水辺のビオトープの竹柵も倒れました。ただ、竹柵につい

ては今年度作り変えることになっていましたので、

今後作業をします。12 月 1 日(日曜日)竹取り、12 月

8 日(日曜日)竹柵作りをする予定です。以前より美

しく、立派な竹柵ができると思います。期待してく

ださい。そのためにも多くの皆様の御参加・御協力

をお願いいたします。 

 
田んぼの学校 20 周年に向けて 

小山市立中小学校長 渡部 成人 
 このたびの台風１９号の被害に遭われた皆様には、心よりお見舞
い申し上げます。  
 被災された皆様が、一日も早く平常の生活に戻ることができます
よう、お祈り申し上げます。本校においても体育館が床上浸水とな
り、体育館東側のフェンスも倒壊しました。また、水が引いたあと
中地区全域及び体育館周辺には多くの稲藁が堆積されていました。
そのような状況下で本校職員が体育館及び周辺
の片付け作業を行っていたところ、多くの保護
者や地域の皆様が来られ、一緒に撤去作業に取
り組んでくださいました。本当にありがとうご
ざいました。 
 幸いにして、稲刈り、脱穀がすでに終わってい
たこともあり、収穫した米は大事にいたりませんでした。 

そして、毎年体育館で実施していたえのき祭開会行事等を、今回
は規模を縮小して講堂にて実施いたしました。えのき祭のテーマ「感
謝」、スローガン「自然の恵みと 地域のみんなに ありがとう」を
掲げ、子どもたちは自然の恵みと田植えから収穫まで御協力いただ
いた地域の皆様に感謝しながら取り組みました。 

地主の松本美喜男様、田んぼの学校の
増田博利様には、水の管理や除草等、大
変お世話になりました。また、大出敦自
治連会長様はじめ地域のボランティア、
ほたる飛び交う中地区を目指す運動の会
の皆様、保護者の方々にお手伝いをいた
だき無事に今年度の田んぼの学校行事を

終えることができました。多くの皆様の御協力、誠にありがとうご
ざいました。 
 来年度は、田んぼの学校２０周年を迎えます。この佳節にあたり、
田植えを令和２年５月９日（土）に予定し、より多くの方々の参加
協力をいただき実施していきたいと思いますので、どうぞよろしく
お願いします。 

          ほたるを観る会に参加して   令和元年度中地区自治会連絡協議会会長 大出 敦 

毎年恒例になっている「ほたるを観る会」に参加して、地域の方や子どもたちと学校の一体化を肌で感じることができ、感動でいっぱいです。 

ビオトープに「ほたる」が飛び交う様子は幻想的で、蚊帳の中に「ほたる」を飛ばして遊んだ子どもの頃を思い出します。今でも、地域に身近な 

中小学校のビオトープで「ほたる」を鑑賞できる幸せを実感できました。 

この活動を支えている地域の方や保護者の方の御協力に深く感謝し、人を思いやる心を育てていって欲しいと思います。そして、この活動が末永く 

続きますよう、心からお祈り申し上げます。 

 

 

 
 
平成１３年に田んぼの学校としてスタートし、来年度

で２０周年になります。また、ほたるの活動も１９年目を

迎え、翌年の令和３年度には２０周年になります。どちら

の活動も、子どもたちの健やかな成長や願いを受け保護

者や地域の多大なる支援を受け活発な活

動を続けています。 

自分たちで田植えをし、成長を見守り、

稲刈りや脱穀をした中小米。地域の皆様に

感謝する気持ちが膨らみました。みんなで食べる中小米

のおにぎりはえのき祭の楽しみのひとつとなっていま

す。 

ほたるの活動は、子どもたちの「再びほたるが飛び交う

地域に」の願いを叶えるべく、当時の PTA や自治会が中

心となって活動を始めました。 

平成１３年ビオトープ造り、翌１４

年に第１回「ほたるを観る会」が開催

されました。今では、中小産のほたるが

ビオトープを元気に飛び回っていま

す。幻想的な光に包まれた空間は、時

代や世代を超えて魅了し続けていま

す。 

 
令和元年 12月 1日（日）水辺のビオトープ竹柵用竹採集 

令和元年 12月 8日（日）水辺のビオトープ竹柵組み 

令和2 年2 月25 日（火）ほたる幼虫放流式・うずま川清掃 

幼虫放流式は、子どもたちが理科室で大切に育てた幼虫を、ビオトープや
うずま川に放流します。また、環境改善のため、蛍橋付近の河原の清掃も行
います。 

令和2 年5月 9日（土）田植え20周年式典後 みんなで田植え 
子どもたちはもちろん、保護者や地域の皆様、卒業生が参加できるように

土曜日に実施致します。御家族、御近所お誘い合わせください。 

※どの活動も、保護者・地域の皆様の参加が子どもたちの活動の励みにもな
っています。奮って御参加ください。よろしくお願いいたします。 

１１月 9 日（土）小山市体験農園写真コンク
ールにおいて、本校の応募作品が最優秀賞を
受賞しました。 

他の入賞作品 12 点とともに、2020 年のカ
レンダーが作成されます。 



＝ 編集後記 ＝ 
皆様の御協力のおかげで、無事第 34 号を発行することができまし

た。台風 19 号により被災された方々には、心よりお見舞い申し上げ
ます。 

来年がんばるぞ 
 ３年  

えのきさいでは、さい初に、校長
先生のお話を聞きました。その後、
歌を歌いました。ぼくはきちんと大
きな声で歌えました。たくさんの先
生にほめられてうれしかったです。 

中学生がハンドベルをえんそう
してくれました。どんなえんそうな
のかどきどきしました。 

来年、実行いいんになったらがん
ばりたいです。 
五七五 

中小で とれたお米を  
食べたんだ 

合唱とかるた 
 ４年    

１１月２日にえのきさいがありまし
た。がんばったのは二つあります。 
 一つは合唱です。かぜをひいていたけ
ど、声を出して歌いました。 
 二つ目は、かるた大会です。今年は小
さいカルタだったので、少し悲しかった
けどがんばりました。一まいとることが
できました。来年はもっととりたいです。 
五七五 
えのき祭 みんなでとった かるたとり 

合唱とかるた 
 ５年  

私がえのき祭でがんばったことは「夢をあきら
めないで」の合唱とかるたとり大会です。 

「夢をあきらめないで」は、大きな声で、笑顔で
歌えたと思います。かるたとり大会は３位になる
ことができました。 

そしてみんなで育てた中小米がとってもおいし
かったです。 
 自然の恵みと地域の方々に 
感謝したいです。 
 五七五 
 たくさんの 

めぐみでできた 中小米 

良い想い出 
 ６年   

最後のえのき祭では、あゆみの発表や合唱を
しました。 

今年のテーマは「感謝」だったので、地域の
方々、先生方、自然などたくさんの人やものに
感謝してえのき祭を楽しむことができました。 

また、地域の方々や自然に支えられて行事を
行えるということに、改めて気づきました。中
小米がとてもおいしくて、えのき祭を成功させ
ることができ、良い思い出になりました。 

五七五 
えのき祭 みんなで協力 大成功  

               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６年生といねかり  
 １年   

６年生といねかりをしました。なかな

かうまくかれませんでした。でも、６年

生がやさしくおしえてくれました。たの

しかったです。 

五七五  
たのしいな みんなでいねかり 

またやりたいな 
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－うずまのほたる－ 広報班 
神山 芳典・神山 宜久・田波耕太郎・神山 芳則・須賀 保典 
田口 時雄・須藤 佐織・奈良 郁恵・金子 弘隆・小林真理子 

 

今年はどれだけとれたかな 
３年   

今年のいねかりにも、市長さんやた
くさんのボランティアさんがきてくれ
ました。増田さんのアドバイスで１回
に２かぶか３かぶいねをかりました。
けがをしないで出来ました。 

みなさんのおかげで出来たのでかん
しゃしたいです。今年はどのくらいと
れたのか、たのしみです。 
五七五 かんしゃしたい 

みんなでとった お米にね 

重たいお米 
 5年   

５年生は２年生に教えながら稲刈り
をやりました。たくさん稲を刈りまし
た。稲かりのあとは５，６年生で刈った
稲を運びました。とても重くておどろ
きました。 

刈ったお米がえのき祭でおにぎりに
なるのが楽しみです。 

五七五  
たくさんの  

お米がとれて よかったな 

最後の稲刈り 
 ６年   

５月１７日に小学校生活の最後の稲
刈りをしました。稲を刈る時に「おいし
く育ってありがとう」と思いました。頑
張ったのは、はでかけです。とても重た
いので持って歩くだけで苦労しました。
今年で最後の稲刈りなので楽しめて良
かったと思いました。 

五七五 
稲刈りは 今年で最後 楽しめた 

昔
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十
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一
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小
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最
後
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脱
穀 

頑
張
っ
た 

～ 

おみこしパレード 
 １年   

きょう、なか小でえのきさいが
ありました。おみこしパレードが
うまくできました。みんなえがお
でうれしかったです。 
五七五 
おみこしを 
みんなでたのしく かついだよ 

うれしい えのきさい 
 ２年    

わたしたち１・２年生はさいしょにおみこ
しパレードをやりました。「ゆめをあきらめ
ないで」は、れんしゅうどおりうまくできた
のでうれしかったです。 
 かるたとりたいかいでは、さいかいにな
ってしまったけれど、さいごに自分で一ま
いだけとれたのでうれしかったです。 
五七五 

えのきさい みんなニコニコ  
だいせいこう 

令和元年度 「えのき祭」 … 今年も獲れた １４７㎏ 

令和元年度 おにぎり包み紙 入賞作品 

1 年               5 年  
４年              6 年  


